
令和年月日 火曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

七
九

内
閣
府
の
所
管
す
る
内
閣
府

本
府
関
係
法
令
に
係
る
行
政

手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信

の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
告

示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

二

二

八
〇

災
害
対
策
基
本
法
第
二
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
非
常
災
害
対
策
本
部
を

設
置
す
る
件

五
特79

一

八
一
八
五

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画

を
認
定
し
た
件

一
〇

二

八
六

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画

の
変
更
を
認
定
し
た
件

一
〇

三

八
七

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
五
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、博
物
館
、

美
術
館
、
図
書
館
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
あ
っ

て
、
保
有
す
る
歴
史
的
若
し

く
は
文
化
的
な
資
料
又
は
学

術
研
究
用
の
資
料
に
つ
い
て

同
令
第
六
条
の
規
定
に
よ
る

適
切
な
管
理
を
行
う
も
の
を

指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
七
150
五
三

八
八

内
閣
府
本
府
の
保
有
す
る
行

政
文
書
の
開
示
に
係
る
権
限

又
は
事
務
の
一
部
に
つ
い
て

委
任
し
た
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

三
一
158
一
四

八
九

内
閣
総
理
大
臣
の
所
掌
に
係

る
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
第
四
章
第
一
節
か
ら
第
三

節
ま
で
に
定
め
る
権
限
又
は

事
務
の
一
部
に
つ
い
て
委
任

し
た
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
一
158
一
四

九
〇

内
閣
府
本
府
所
管
事
業
分
野

に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
対
応
指
針
の
一
部
を
改

正
す
る
告
示

三
一
158
一
四

九
一

補
助
事
業
者
等
が
補
助
事
業

等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効

用
の
増
加
し
た
財
産
の
処
分

制
限
期
間
の
一
部
を
改
正
す

る
件

三
一
158
一
四

〇
内

閣

府
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省

一

医
療
分
野
の
研
究
開
発
に
資

す
る
た
め
の
匿
名
加
工
医
療

情
報
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
基
づ
き
、
認
定
匿
名
加
工

医
療
情
報
作
成
事
業
者
を
認

定
し
た
件

三
139
二
三

二三

医
療
分
野
の
研
究
開
発
に
資

す
る
た
め
の
匿
名
加
工
医
療

情
報
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
基
づ
き
、
認
定
医
療
情
報

等
取
扱
受
託
事
業
者
を
認
定

し
た
件

三
139
二
三

〇
宮

内

庁

四

令
和
三
年
歌
会
始
お
題「
実
」

の
詠
進
歌
の
選
者
が
定
め
ら

れ
た
件

一

三

〇
公
正
取
引
委
員
会
、

消

費

者

庁

五

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
及
び
氷

菓
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競

争
規
約
の
一
部
変
更
を
認
定

し
た
件

一
五

三

〇
国
家
公
安
委
員
会

二
〇

原
動
機
を
用
い
る
車
椅
子
の

型
式
認
定
番
号
を
指
定
し
た

件

三

二

二
一

原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助

車
等
の
型
式
認
定
番
号
を
指

定
し
た
件

三

二

二
二

駆
動
補
助
機
付
自
転
車
の
型

式
認
定
番
号
を
指
定
し
た
件

三

二

二
三

普
通
自
転
車
の
型
式
認
定
番

号
を
指
定
し
た
件

三

二

二
四

有
限
会
社
航
空
保
安
警
備
教

育
シ
ス
テ
ム
か
ら
代
表
者
の

氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ

た
件

八

一

二
五

道
路
交
通
法
第
百
十
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
自
動
車

専
用
道
路
を
指
定
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
〇

三

二
六

令
和
二
年
七
月
豪
雨
に
よ
る

災
害
に
関
し
、
特
定
非
常
災

害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の

保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
条
第
一
項
の
特
定
権
利
利

益
に
係
る
満
了
日
を
延
長
す

る
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
件

一
四
特84

二

二
七

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県

セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

公
益
財
団
法
人
茨
城
県
暴
力

追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
代

表
者
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た

件

二
二

四

二
八

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県

セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

公
益
財
団
法
人
栃
木
県
暴
力

追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
代

表
者
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た

件

二
二

四

二
九

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県

セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
か

ら
代
表
者
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
件

二
二

四

三
〇

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県

セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

公
益
財
団
法
人
宮
崎
県
暴
力

追
放
セ
ン
タ
ー
か
ら
代
表
者

変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

二
二

四

三
一

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等

を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す

る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産

の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト

を
公
告
す
る
件

二
二
特88

一

三
二

道
路
交
通
法
第
百
十
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
自
動
車

専
用
道
路
を
指
定
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

三
一

三

〇
金

融

庁

三
七

仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
関
す

る
内
閣
府
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
府
令
の
施
行
に

伴
い
、
及
び
暗
号
資
産
交
換

業
者
に
関
す
る
内
閣
府
令
第

二
十
八
条
第
一
項
（
同
令
第

三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る


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